
　

小
社
主
催
の
異
業
種
交
流
会
、
第

二
六
回
東
海
財
界
倶
楽
部
が
五
月

二
十
九
日
夜
、
名
古
屋
市
東
区
東
桜

一
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
レ
ス
ト
ラ
ン
で

開
か
れ
、
東
海
財
務
局
・
寺
田
達
史
局

長
が
「
最
近
の
東
海
経
済
情
勢
」
の
演

題
で
約
三
〇
人
の
会
員
ら
を
前
に
講
演

し
た
。

　

同
局
長
は
ま
ず
管
内
景
況
に
つ
い
て

「
今
年
四
月
も
一
月
に
続
き
『
緩
や
か

に
拡
大
』
で
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
初

め
て
二
期
連
続
の
『
拡
大
』。
高
水
準

維
持
の
当
地
区
は
日
本
を
け
ん
引
し
て

い
る
」
と
評
価
。

　

続
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

分
野
別
で
み
る
と
個
人
消
費
は
「
回

復
」
で
全
国
並
み
だ
が
、
生
産
活
動
で

は
鉱
工
業
生
産
指
数
（
含
む
輸
出
）
は
、

ほ
ぼ
横
ば
い
の
全
国
に
比
べ
桁
違
い
に

高
い
。
業
種
別
で
は
自
動
車
な
ど
輸
送

機
械
だ
け
で
な
く
工
作
機
械
や
電
子
部

品
な
ど
の
好
調
も
寄
与
し
て
い
る
。

　

更
に
、
雇
用
は
有
効
求
人
倍
率
一
・

八
一
と
全
国
の
一
・
五
八
を
大
き
く

上
回
り
、
ひ
っ
迫
し
て
い
る
。
設
備

投
資
見
込
み
も
一
七
年
度
は
前
年
度

比
一
〇
・
三
％
増
、
企
業
収
益
も
同

一
五
・
六
％
増
と
全
国
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。

　

次
に
全
国
の
経
済
情
勢
を
み
る
と
、

企
業
収
益
が
過
去
最
高
水
準
、
求
人
倍

率
も
史
上
初
め
て
全
都
道
府
県
で
一
倍

超
と
な
る
な
ど
好
調
。
た
だ
、
民
間
経

済
見
通
し
は
消
費
の
伸
び
悩
み
か
ら

一
八
年
度
は
前
年
度
を「
若
干
下
回
る
」

と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
国
内

景
気
の
先
行
き
は
賃
上
げ
が
カ
ギ
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
最
近
で
は

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
仕
掛
け
る
通
商
問

題
の
動
向
な
ど
と
人
手
不
足
も
懸
念
材

料
だ
。

　

外
国
人
労
働
者
は
一
二
年
、
六
八
万

人
か
ら
一
七
年
に
は
一
二
八
万
人
と

六
〇
万
人
増
加
し
て
い
る
な
か
、
こ

の
う
ち
専
門
的
・
技
術
的
労
働
者
は

一
二
・
四
万
人
か
ら
二
三
・
八
万
人
も
増

加
し
て
い
る
。
安
倍
首
相
は
二
月
の
経

済
財
政
諮
問
会
議
で
同
労
働
者
の
受
け

入
れ
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
の
新
た
な

在
留
資
格
制
度
の
早
急
な
検
討
を
指
示

し
今
夏
に
方
向
性
が
示
さ
れ
る
運
び
と

な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
管
内
経
済
の
特
徴
的
な
動

き
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
管
内
の

人
手
不
足
の
状
況
に
つ
い
て
、
有

効
求
人
倍
率
を
み
る
と
県
別
で

は
愛
知
県
が
一
・
八
四
と
ト
ッ
プ
だ
が
、

岐
阜
県
や
三
重
県
も
高
水
準
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
愛
知
県
が
常
に
近
隣
県

か
ら
人
口
流
入
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、

近
隣
県
の
主
要
都
市
と
近
接
か
つ
交
通

利
便
性
が
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
県
外
通

勤
者
が
多
く
「
ス
ト
ロ
ー
現
象
」
が
起

き
や
す
い
た
め
で
は
な
い
か
。

　

講
演
の
後
、
親
睦
会
に
移
り
、
片
岡

信
恒
弁
護
士
の
発
声
で
乾
杯
し
和
や
か

に
歓
談
し
た
。

第
二
六
回
東
海
財
界
倶
楽
部
例
会

寺
田
達
史
東
海
財
務
局
長
を
招
い
て

講演する寺田達史東海財務局長

乾杯の発声を行う片岡信恒弁護士


